
司会（深谷）：今年、小学校が開校した
ことから、西南学院が保育所・幼稚園
から大学院までの保育・教育機関の全
てを整えることになりました。厳密に
はあと３年後、小学校が全学年そろい
ますので、すべての年齢の子どもたち
が学ぶ、総合学園が完成いたします。
今はまだ途上ではありますけれども、
小学校の開校と合わせて、この座談会
が企画されました。中学校・高等学校
の一貫教育は、以前からありましたが、

学院全体の一貫教育について改めてこ
こで考える機会をもって、そしてそれ
ぞれの立場で、一貫教育について、ど
のような期待、ビジョン、または提言
をお持ちなのか、忌憚のないご意見を
伺いたいと思います。
最初に、寺園院長が「西南学院にお
ける一貫教育への提言」という文書を
お示しくださいましたので、それを読
んでいただき、その後、補足説明をし
てもらおうと思います。では寺園院長

西南学院の一貫教育への
期待と提言
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よろしくお願いいたします。
寺園：これは私が西南学院における一貫
教育をどういうふうに理解しているか
ということを述べたもので、理事会な
どで共通の認識を得たというものでは
ありません。その意味ではきわめて個
人的な理解・提言といえると思います。

西南学院における一貫教育への提言

西南学院院長 寺園 喜基

西南学院は、小学校が今春開設された
ことによって、保育所、幼稚園、小学校、
中学校、高等学校、大学、大学院と各グ
レードがすべて整い、いわゆる一貫校に
なりました。それでは、西南学院におけ
る一貫教育とはどのようなものなので
しょうか。以下に私見を述べてみたいと
思います。

①西南学院における一貫教育は、一人の
人が保育所・幼稚園から大学・大学院
まで、一貫して西南学院で学ぶ、とい
うことを必ずしも意味しません。そう
いう場合もあるかもしれませんし、な
いかもしれません。中学校と高等学校
の関係・一体性は別ですが。
②西南学院における一貫教育は、各園・
学校が制度的に相互乗り入れをしてい
る、ということではありません。それ
ぞれが独立しています。また、教員も
それぞれで独立しています。中学校・
高等学校の教員の場合、また事務局の
場合は別ですが。
③西南学院における一貫教育とは、それ
ぞれの園・学校の基盤に共通の建学の
精神があるということです。
④西南学院における一貫教育とは、それ
ぞれの園・学校で建学の精神が感じら

れるということです。カリキュラムに
おいて、またカリキュラム以外におい
て、学校文化・伝統において。
⑤西南学院は、幼年期から青年期までの
どの時期の教育においても、一貫して
キリスト教に基づいた教育を提供して
います、ということが一貫教育の基本
であると思います。

まず最初に、西南学院における一貫
教育は、教育を受ける側に重点を置い
て考えて、１人の人が保育所・幼稚園
から小学校、中学校、高等学校、大学、
大学院まで一貫して西南学院で学ぶと
いうことを必ずしも意味しないと思い
ます。そういう場合もあるかもしれま
せん。中高以外の所の連携はそうでは
ないのではないかというのが一番目
です。
それから２番目は、制度的な面に関
してですけれども、西南学院における
一貫教育は、各園・学校が制度的に相
互乗り入れをしているということでは
ないと思います。それぞれが独立して
います。予算単位として考えても独立
しています。そしてまた教員もそれぞ
れで独立しています。ただ、これも中
高の場合は、教職員も相互乗り入れし
ており、区別はない状態です。
３番目は、積極的に一貫教育とは何
かといった場合に、私は、それぞれの
園・学校に共通の建学の精神があると
いうことだと思います。その共通の建
学の精神はキリスト教に支えられてい
る、その基盤にキリスト教、キリスト
教の精神があると思います。
４番目ですけれども、さらにもう少
し展開して西南学院における一貫教育
とは、それぞれの園・学校で建学の精
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神が感じられる、あるいは教えられる
ということだと思います。それはカリ
キュラムにおいて、キリスト教学や聖
書の時間、あるいは礼拝・チャペルの
時間において教えられる。あるいは入
学式や卒業式といった学校行事を通し
て建学の精神が感じられ、そういうも
のが学校の伝統や雰囲気を作りだすの
ではないかと思います。ですから、３
番目で言いたかったのは基盤において
終始一貫しているということと、４番
目ではそれぞれの園・学校でやり方や
レベルに応じて建学の精神が教えられ
る、もしくは感じられるということだ
と思います。その点において一つの流
れがあるということです。
５番目は、まとめて言ったようなも
のですけど、西南学院は幼年期から青
年期までのどの時期の教育においても
一貫してキリスト教に基づいた教育を
提供しています、ということが一貫教
育の基本であると思います。
このことと、もう一つあるのではな
いかと私は思います。それはどういう
人物を育てたいのかという、教育の目
標やビジョンにおいて、一体であると
いうことが大切であると思います。こ
ういう人間を育てたいからこういう教
育をするという観点で、やはりビジョ
ンを共有しているのではないでしょう
か。そしてそのビジョンは、建学の精
神と一緒ですけれども「西南よ、キリ
ストに忠実なれ」という言葉で示され
ていると思います。
ドージャー先生の先祖はフランスの
ユグノー※ですが、ユグノーの人たち
は、国内において迫害が厳しい中で、
「キリストに忠実なれ」と「最後まで

神に忠実に生きよ」という、そういう
言葉を語ったそうです。ドージャー先
生が、まさに死にゆく最期の時に「西
南にキリストに忠実なれと伝えてく
れ」と夫人に言われた。その言葉は、
単なる思いつきでも、個人の信条、信
念でもなくて、もしかするとドー
ジャー先生の中に流れているユグノー
の伝統の言葉というふうに見ることが
できるのではないかと思います。そう
しますと、「西南よ、キリストに忠実
なれ」というこの建学の精神としての、
あるいはスクールモットーとしてのこ
の言葉は、大きな理想ではあっても、
具体的に教育目標といった時に、少し
翻訳し直す必要があるのではないかと
思います。そして私はそれを小学校の
パンフレットで、西南学院小学校が大
切にするものとして「平和・命・愛・
自由」を挙げました。このパンフレッ
トでは、教育目標として「隣人愛を育
む、知恵を育む」と一言で語っている
ものの中に「平和・命・愛・自由」、
そういう価値観の大切さというものが
含まれていると思います。教育機関で
ある限り、知恵や知識、技能を伝授す
るということは前提になると思います
が、そこにキリスト教精神に裏打ちさ
れた価値観で、「平和・命・愛・自
由」を大切にするような人間を育み育
てたいと思います。一貫教育において
そのようなことが共通して目指されて、
西南学院を卒業した人はどこの局面、
どこの部分で西南学院の教育に触れよ
うとも、何かこれは共通しており、価
値観において何か独特の雰囲気がある
なと感じられ、少し他大学の卒業生と
は違うなという、その「違う」という

※ １６世紀に宗教改革により生まれたフランスにおけるカルヴァン派のプロテスタント。
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ところに、先ほど言ったような西南学
院の精神が表れていれば、と思います。
司会：寺園院長ありがとうございました。
今のお話では５つのポイントがあると
いうことでしたが、さらに、もう１つ
加わりまして、６つの観点から一貫教
育についてお話いただきました。それ
でもう少し大きく３つにまとめられる
と思います。
１つは制度的な観点で、提言の①と
②のところに関わってくるかと思いま
すが、やはり西南学院の一貫教育とい
うのは、下から上にエスカレーター式
に自動的にあがっていくのではなくて、
それぞれが独立した教育機関であると
いう点が、まず制度的な面として特徴
だと思います。２点目は、建学の精神
が一貫しているということだと思いま
す。この一貫しているというのはキリ
スト教に基づいた教育を行う、そのキ
リスト教というのが建学の精神として
基盤にしっかりあるということだと思
います。そして、３点目は、ビジョン
のことについて話されたと思います。
やはりビジョンにおいて一体である
と。「Be true to Christ」というドー
ジャー先生の遺言がスクールモットー

になっているのはご承知の通りですけ
れども、それを具体的な形にしていく
のが課題であって、その非常に代表的
な例として小学校の教育理念の説明が
あったかと思います。「平和・命・
愛・自由」を大切にする、そういう人
間になってもらいたい、というのをビ
ジョンとして持って、そして教育にあ
たっていく。全てにおいてキリスト教
を基調としているというお話だったと
思います。少し強引だったでしょうか。
寺園：ありがとうございます。すっきり
していいと思います。
司会：それではこれからご出席の皆様に
それぞれ自己紹介を兼ねて、先ほどの
寺園院長の提言、それからお話に対す
る感想も含めまして、お話いただけれ
ばと思います。では舞鶴幼稚園の横田
先生、よろしくお願いいたします。

◇提言の感想

横田：舞鶴幼稚園主任の横田です。舞鶴
や早緑子供の園の代表ということでは
なくて、私個人としてお話させていた
だこうと思います。この一貫教育とい
うのは、すごく大きなテーマで、以前
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から西南学院としての一貫教育とはど
ういうものなのかというのを考えてい
ました。小学校が開校する２年前に
ワーキングチームに参加させていただ
いて、数人の中高の先生たちと一緒に
保育所・幼稚園から小学校へのつなが
り、それから小学校から中学校へのつ
ながりということで、１年間何度も話
し合いを重ねました。今日また寺園院
長から新たにポイントをきちんと示し
ていただき、大変わかりやすく伝えて
いただいたと思います。幼稚園の現場
にいると、いろんなところでいろんな
方から「西南学院の一貫教育とは」と
質問を受けます。その中で、寺園院長
の提言のように「西南学院の一貫教育
は他の学校とは違う」というところを
うまく説明ができなかったので、この
ような座談会の機会に皆さんの意見を
聞きながら学ばせていただきたいと
思っています。よろしくお願いします。
司会：どうもありがとうございました。
では小学校の宮崎先生お願いいたし
ます。
宮崎：小学校の教頭の宮崎です。私自身
が西南学院にお世話になって、まだ１
年半くらいで、それまで３０年以上福岡
市内の公立の小学校に勤めていました。
一貫教育というのは公立学校でも言わ
れており、もう流行みたいになってい
ますけれども、世間一般で話題になっ
ている一貫教育というのは、本当に分
かって論議されているのか、と感じる
ことがあります。一貫教育をすれば良
い結果が得られるとか、何かイメージ
が先行しているような気がします。
成長の中で小学生から中学生になる
ときというのは、新しい世界、未知の
世界への変化であり、人間の成長に
とって大事な節目であると思います。

そこの変わり目に対応できるだけの内
的な力を育てていくということはすご
く大事だろうと思います。もし新しい
世界に行くときのショックを和らげる
ためにその接続をやろうということだ
としたら、何か間違ってしまうと思い
ます。では本当の意味での一貫教育と
は何なのかと言ったら、私は、提言に
あるように、「建学の精神で一貫して
いる」ということしかないのではない
かと感じています。だから公立学校の
場合において、一貫教育の基盤を何に
求めるのかというのは非常に難しいと
思います。公教育というのはどこでも
同じ質の教育を提供するということが
大前提でしょうから、どうしても抽象
的な、あるいは一般的なものにならざ
るを得ない。しかしそれは分かるよう
でなかなか理解できないのではないか
と思います。また、私が個人的に西南
学院小学校ですごく大事にしたいのは、
やはり知性的な人間を育てていきたい。
あわせて理性的な人間もやはり育てた
い。しかしそれと同時に「畏れを知
る」ということも大事だと思います。
全て自分の力で何でもできるというよ
うな人間になってしまったら、手に入
れたものをどうするのかという方向性
が見えなくなってしまうのではないか。
やはり幼年期に「畏れを知る心」を
しっかり育んでいきたい、そう思い
ます。
司会：ありがとうございました。では、
次に中高の方から、中根先生お願いし
ます。
中根：中学校・高等学校の中根です。自
己紹介から始めさせていただきます。
３０年ほど前、当時男子校であった高等
学校に赴任いたしました。教科は国語
です。校務分掌では、図書館教育や人
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権・「同和」教育などを担当しました。
特に、人権・「同和」教育を担当して
いた時期は、ちょうど本校における変
革期、すなわち男女共学となり、中高
一貫教育を行う学校となっていく時と
重なっておりましたので、性差別の問
題や一貫教育における人権教育の課題
などに取り組む機会ともなりました。
さて、この座談会に向けてテーマを
与えられた時、私は一貫教育というこ
とを、中高一貫教育のように、一人の
人が一貫して同じ学校に学ぶことと考
えておりました。しかし、寺園院長は、
そうではなく、それぞれの園・あるい
は学校の基盤に共通の精神があって、
それがそれぞれのカリキュラムや学校
文化全体の中からにじみ出てくるもの
だということを言われました。一貫教
育という言葉をそのような意味で用い
るのであれば、西南学院における一貫
教育は、既に小学校の設立によって、
形の上では完成に近づいていると考え
てよいだろうと思います。とはいえ、
そのような一貫教育であるとしても、
建学の精神という共通の土台に基づい
てそれぞれの学校や大学などで行う具
体的な教育内容は、幼児から青少年へ
という発達段階に合わせた課題と対応
させながら、さらに検討していかなけ
ればならないのでしょうし、制度的な
問題として、相互の連携・接続という
ことも、やはり課題になってくるので
はないかと思います。特に、保幼小の
接続や、小中接続、高大接続という課
題は公立学校でも大きな問題として取
り上げられるようになってきているだ
けに、宮崎先生の問題提起のご趣旨は
理解できますけれど、これからの西南
学院に大きく問われてくるものではな
いかと思っています。

司会：ありがとうございました。では大
学の方から、田代先生、お願いいたし
ます。
田代：私は、現在、大学の人間科学部児
童教育学科の学科主任をしていますが、
そういうところから考えていることな
どを少しお話させてもらえればと思い
ます。私は西南学院大学に来て、およ
そ２０年です。その間、舞鶴幼稚園や早
緑子供の園などには時々お邪魔させて
もらって、子どもたちの様子などを観
察させてもらったこともありますし、
中高には、教職課程主任の頃、教育実
習でお世話になりました。今度新しく
できました小学校については、他の小
学校の調査や、校舎建築あるいは理念
の設定というところから参画させても
らいましたので、かなり前の段階から
縁があります。現在、私の立場が学科
主任ですので、カリキュラム作成が主
になりますけれども、大学で一貫教育
に関して、どういうふうな人間を育て
るのかというようなアドミッションポ
リシー、ビジョン、そのようなことも
踏まえて児童教育学科の人間づくりを
考えていく立場にあります。最初に提
言への感想ですが、私も寺園院長の書
かれているようなことを普段から考え
ていたので、その通りだと思います。
加えて言えば、西南学院というのは制
度的なものよりも理念的なものでの一
貫性を考えていくべきではないかとい
うのが感想です。ただ、その際に、大
きいところの共有はしつつも、それぞ
れの学校段階あるいはそれぞれの対象
に応じた違いもあるので、お互いに理
解していくことが今後の一貫教育にお
いて必要ではないかなと思います。だ
から、各学校のそのような違いをよく
考えた上での共通性と同時に、もう一
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方は「異質」ではなくて「違い」を互
いに大事にすることに、西南らしさが
あるのかもしれません。それから最初
に持った感想として、大学の方でも
「どういう人物を育てるのか」という
ことを大事にしていきたいと思ってい
るところです。それに関連して、私と
司会の深谷先生は小学校の開設の際に
も教育理念の面での検討を行いました。
深谷先生の方から、大きな「平和を創
り出す人間」というような理念を出し
てもらい、私がそれに至る過程として
の「真理を探求する」という理念を出
し合いました。そして「真理を探求し、
平和を創り出す人間の育成」といった
ことを打ち出したのですが、これは教
育理念の明確さからすると、案外よ
かったなと思います。というのは、そ

ういったレベルでの人物像や方向性の
ようなものが、大学において明確に
なっているかというと、あまりはっき
りしていないような気がするんですね。
まさにビジョンの明確化というのはこ
れからそれぞれの学校で重要な課題に
なってくると感じています。
司会：ありがとうございました。では最
後になりますけれども、実際に一貫教
育を受けてこられた小林さん、よろし

くお願いいたします。
小林：現在、大学院の国際文化研究科に
在学しております。今日はこのような
貴重な機会を与えていただいてありが
とうございます。西南で一貫教育を経
験した者としてのコメントや体験談を、
とのことでしたので、恥ずかしながら
参加させていただきました。どうぞよ
ろしくお願いします。私の西南での生
活というのは中学校、高等学校、大学、
大学院と続いています。また、中高、
大学の同窓会活動に参加したり、昨年
からは大学博物館で臨時職員として勤
務しているので、公私共に西南学院と
そこに関わる様々な方に育てていただ
いていると思っています。今回、寺園
院長の提言を学生の立場から読ませて
いただきました。寺園院長が書かれて
いたような、西南の一貫教育はキリス
ト教という共通の精神を基盤にしなが
ら各園や各学校が子どもの成長に合わ
せて、それぞれのカリキュラムで教育
をしている、というところに共感と
言ったら失礼なんですけれど、本当に
そうだなと思いました。どうしてかと
いうと、これは私が大学に進学した時
に感じていたことですが、中高の時も
大学の時もチャペルでの礼拝や聖書の
時間、あるいはキリスト教教育は一貫
していましたが、その他のところは少
し違う雰囲気を感じました。今思うと、
授業の形態が中高と大学では大きく違
うので当然のことですけれども。中高
では「自分自身を見つめて、自分自身
を理解しなさい」と先生たちに言われ
ましたが、大学になるとそれが一変し
て、自分自身を理解するという枠を越
えて、さらに周りの地域社会や世界に
眼を向けようということを入学式で言
われたことを覚えています。いい意味

田代 裕一教授
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でカルチャーショックを受けましたし、
そういった意味で違いを実感しました。

◇連携・接続は大きな課題

司会：ありがとうございました。皆さん
の感想の中で、特に共通している部分
は大きく３点にまとめられると思いま
す。まず、寺園院長の提言に対するコ
メントは、建学の精神を基盤にして一
貫しているという点。それからそれぞ
れの園・学校のビジョンや教育理念に
関わる部分も一貫しているという点。
３点目に関しては、各学校の連携や接
続をどうするかということです。これ
はどうしても制度の話を抜きに具体的
な話にまで深めていくことは難しい課
題です。特に、どこを具体的に連携し、
接続していくかに関しては大きく３つ
の部分で違いが出てくるのではないか
と思います。１つは就学前から小学校、
２つ目は小学校から中高。そして３点
目は中等教育から高等教育、つまり高
校から大学に進む時です。そこの３つ
の部分で、大きく、例えば入試や選抜、
推薦というような様々な制度が介在せ
ざるを得ないと思います。保育所・幼
稚園から小学校に関しては、保護者の

様々な声というのが現場に届いてきて、
なかなかその辺は、保護者の期待と小
学校の考え方の違いというのが現実問
題としてあるわけです。ですから、教
育理念や精神の部分では一緒であって
も、現実問題として連携・接続という
部分でそういったギャップや違いとい
うものが存在します。先ほど小林さん
から、高校から大学に行った時にカル
チャーショックを感じたというお話が
ありました。やはり、それぞれが独立
していて、独自の教育機関であるとい
う点では当然だとは思いますが、連
携・接続ということをこれからどう考
えるべきかという課題があると思いま
す。あまり司会がしゃべるのはよくな
いのですが、もう少しだけお話させて
ください。最初の話題に戻りますが、
世間一般の一貫教育に対するイメージ
や期待は、やはり例えて言えばエスカ
レーター式ではないかと思います。そ
れを裏付ける１つの例を紹介したいと
思いますが、今年の８月、朝日新聞の
コラムに西南学院小学校の記事が載っ
ていました。「これまで保育園から大
学院まである西南学院で、小学校だけ
が欠けていた。小学校の卒業生は原則
的に西南学院中学校に進み、高校まで
の一貫教育を受けるというモデルが完
成した。」と書かれています。いわゆ
る「原則的に」とは書いていますけれ
ども、これを普通に読みますと、“小
学校に入れば高校までエスカレーター
式に進学できる。それが一貫教育であ
る。”と解釈されてしまうのではない
でしょうか。もちろん「そうではな
い」ことが、今までのお話の中でも明
らかになっているんですが、マスコミ
はそうは捉えていない。寺園院長が言
われた一貫教育の意味やビジョンとい
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うものとは明らかにずれていると言え
ます。この世間一般の意識のずれと、
私たち現場にいる者として、どうこの
ずれと関わり、解消していくのか。や
はりこれが課題であり、すなわち連携
や接続の問題だと思います。私として
も、この座談会を理念とビジョン・基
盤が共通しているということでまとめ
たかったのですが、現実的に世間の見
方に対して、現場の先生は答えざるを
得なくなるだろうと思います。そうい
うことを抜きにこの座談会を閉じるの
はもったいないと思うのと、むしろ、
忌憚なく、ざっくばらんにいろんなご
意見をいただいた方が、今後の学院の
一貫教育の充実にプラスになるのでは
ないかと思いました。皆さんから、ご
自由にご意見をいただければと思い
ます。

寺園：今、司会者は非常に大切なことを
言われたと思います。つまり理念にお
いては一貫しているということ、それ
は問題ないと。しかし現実的な連携・
接続はどうかということです。その辺
りは、中根先生にもう少し言葉をいた
だきたいのですが、小学校の開設に中
高の先生たちは消極的だったのではな
かったでしょうか。その理由は、私の

理解によると、小学校の段階、特に入
学時においては学力レベルが計れない
ので、小学校ができて一貫教育になる
と中高の高いレベルが下がるのではな
いかということでした。その点はどう
お考えですか。
中根：小学校の設置に中高が一丸となっ
て異議を唱えたという認識はないんで
す。賛成ではなかった人もいますが、
その理由は一様ではなかったと思いま
す。ただ、賛成にせよ、反対にせよ、
設置するにあたって当然予想される小
中高接続の問題に対してどのように対
応していったらよいだろうかという、
ある種の戸惑いが共通にあったのでは
ないかと思います。接続に関する明確
な方向性が示されていたわけではな
かったからです。小中高接続は大変重
要な問題ですので、今後小学校の先生
方も交えてしっかりと検討していかな
ければならないと思っています。

◇大切な人間としての土台づくり

宮崎：我々は、西南学院中学校での学習
についていけるだけの学力をつけてい
こうというのは皆で認識し合っていま
す。しかし、大切なことは、そのため
にどうすればいいかということです。
自学というか自分で学ぶ力をつけてい
かなければならない、非常に抽象的な
言い方になるけれども、いろいろな意
味での基盤をしっかりつくっていけば、
伸びていくという考えのもと、頑張っ
ているところです。だから、入学説明
会では、「教育というものは家庭と学
校の両輪で進めていくものであるけれ
ども、いわゆるペーパーテストのよう
な見える形での学力だけを強く望んで
いては、西南学院小学校では共通理解
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に立てません。」ということを申し上
げています。私の経験から言えば、人
間としての土台をしっかりとつくって
いけば、子どもの学力も伸びていくと
思います。逆にいくらドリルなんかで
鍛えても、考える力の元になるものが
育っていなければ、後伸びはしないの
で、そこはしっかり取り組んでいきた
いと思っています。その上で、どう具
体的に接続していくかというのはこれ
からの課題だと思います。
司会：そうしますと、制度のことについ
ては、具体的にこれから、ということ
でしょうか。
宮崎：そうですね。ただどういう制度に
なっても、子ども一人ひとりにとって
いい結果になるように、現段階ではま
ずは足元を固めるということです。
中根：一貫教育の課題の一つに学力の問
題があります。西南学院中学校に入学
する生徒たちは高い学力を持っていま
すが、それでも３年間で学力に多少の
格差が生まれます。また、少数ですが、
教室に入れない、あるいは学校に来る
ことのできない生徒もおります。その
ような生徒たちを高校にどのようにつ
なぐかが大きな課題です。中学から高
校に進学したものの、進級という壁を

乗り越えることができず、学校を離れ
ざるを得ない生徒たちに関しましては、
心が痛みます。キリスト教学校におけ
る一貫教育とは、どのような生徒たち
をも受け入れて育てていくことがある
べき姿であるとすれば、そのような少
数の生徒たちにどのように対応してい
くのかが問われます。単純に学力や成
績だけを基準にして接続を考えること
は寺園先生が言われる一貫教育と矛盾
することになるからです。
司会：ありがとうございます。中高での
学校生活を実際に経験された小林さん
は、今の中根先生のお話を聞いてどう
思いましたか。
小林：お二人の先生のお話をお伺いして、
知識を得ることも大切だけれど土台づ
くりが必要だと思いました。その土台
づくりにどれくらいの時間がかかるか
は子どもによってそれぞれ違うと思い
ます。中高で自分のやりたいことを見
つけられる子もいるし、そうでない子
もいる。私の場合、中高の時に、勉強
する意味をまだ自分自身で見出せない
ところがあったんですが、高校３年生
の時に西南大のある教授にとても魅力
を感じて、西南大に進学しました。だ
から私は、いわゆる土台づくりが大学
１年生くらいまでかかり、そこで初め
て「こんなに勉強というのは意味があ
るんだ」と分かって、そこから勉強し
始めたので、大学院までかかったんだ
と思います。また、学部時代に感じた
ことですが、他の学生を見ると、勉学
をする際、謙虚な態度を取れる人とそ
うではない人がいるんですね。一人で
何でもできると思ってしまう子どもは
危ないというようなことを宮崎先生も
おっしゃっていましたが、これからの
世の中は一人で問題を解決して、一人

中根 広秋教頭
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で成功して、一人で活動するというの
は非常に難しい。勉学もいろいろな人
と協力し、多くの人の意見を聞きつつ、
人間関係の中で成り立つものではない
でしょうか。そのような姿勢は、やは
り土台づくりの時期に育まれるものだ
と思います。
宮崎：私も公立の小学校で３０年以上、仕
事をしてきましたが、教育委員会でも
生徒指導の担当だったので、いろんな
事案に遭遇しました。問題行動を起こ
した時に「なぜいけないのか」という、
いわゆる説諭をします。やはり子ども
に振り返らせて、自分で自分自身をコ
ントロールできる力を育てていかなけ
ればいけないと思うんです。それを考
えさせていくと、「罰を受けるから」
とか「怒られるから」などという理由
ではなくて、やはり自分の内面の「畏
れ」というか自分の存在を超えた者と
の対話をしていかないとなかなか難し
いというのをすごく感じました。人が
見ていようと見ていまいと本当に自分
はこういうことをしていいのだろうか
と。そうなった時に、どうしても自分
を超えた存在となると、宗教に限りな
く近づいていくんです。だけど公立学
校の場合は特定の宗教を持ち出すわけ
には行かないので、その辺に限界があ
ると感じました。人格が形成される時
期に、そのような自分を超えた存在と
いうものを意識させていくことは、と
ても大切なことではないかという気が
します。学校教育という枠組みの中で
考えた場合に、宗教に根ざした教育が
あって、それが一貫教育として思春期
までそういう環境の中で過ごしていく
というのは大きいと思います。

司会：ありがとうございます。土台づく
り、特に宗教教育、「畏れを持って」
という部分が非常に基礎として大事で
あるとのお話だったと思います。舞鶴
幼稚園の方でもよく土台づくりという
言い方で保育を説明いたしますが、横
田先生その点についてはいかがですか。
横田：宮崎先生が人間としての土台づく
りが大切とおっしゃいましたけれど、
その土台の根っこ作りをするのが乳
児・幼児期だと思っています。近隣の
幼稚園では早期教育ということで、知
育をたくさん取り入れていますが、私
たちはその前に、遊びの中で豊かな感
性と人と関わる力、そしてしっかりと
した身体を育てていこうという保育を
しています。根っこの部分は目に見え
ませんが、「ひかりのこ」として大き
く成長してほしいと願っています。少
し戻って接続の話になりますけども、
小学校が開校する前から、入園説明会
のたびに「幼稚園と小学校は別の物で
す。推薦、優遇措置は特にありません」
と繰り返し保護者には伝えてきました
が、やはり期待は大きいんですね。そ
して私たちも、早緑や舞鶴で、それこ
そ小さい時から神様に守られ、キリス
ト教保育の中で育ってきた子どもたち
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とその保護者が望めば、西南学院小学
校に入学できればいいなという願いを
持っています。送り出した卒園生のお
母さんたちから「舞鶴幼稚園で基礎作
りをしていただいたおかげで、今、小
学校でその力を伸ばしています。舞鶴
で本当によかったです」という声を聞
くんですね。舞鶴幼稚園と西南学院小
学校をうまく接続する部分があれば、
子どもたちの持っているものがもっと
生かされていくんじゃないかと感じ
ます。

司会：ありがとうございます。田代先生、
教育学の観点から接続のことについて、
どうお考えですか。

◇一貫教育と
アドミッションポリシー

田代：これはどちらかというと教育学の
観点というより、制度やシステムの問
題ですので、この座談会ではっきりし
たことはなかなか言えないと思います。
我々が知らなければならないことは、
そこに入ってくる学生や生徒、児童な
どがどんな経験や考えを持っているの
かをもう少し考えていくことではない
でしょうか。今まで私などは、大学だ

と西南中高から来て、ある意味ホーム
グラウンド過ぎて、階段がなく、下手
するとそのまま緊張感や自覚もないま
ま学生生活が終わってしまうというこ
とが怖い、ということしか思っていま
せんでした。実際、生徒にどのような
経験や考えがあって、そして我々が用
意しているものをそこにどのように生
かしていけるのか。我々ももう少し努
力しなければならないと反省させられ
ました。
司会：田代先生のお話は、いわゆるアド
ミッションポリシーの部分に関わるお
話でしたが、入学してくる人がどんな
経験や考え方、価値観を持っているの
か分かれば、ある意味では受け入れや
すいのではないでしょうか。
田代：そうなんですね。自分はここだっ
たら伸ばせるなという判断をしても
らって、受験生にも来ていただきたい
し、我々も教育のポリシーやビジョン
をきちんと示してそれにどう応えるの
か、明確にしていかないといけないで
すね。
司会：やはり、それはたくさんの人たち
が西南学院に期待して入ってくる。し
かし、一人ひとりを厳密に丁寧に見て
いく、というわけにもいかないところ
もあって、そこはやはり課題にも感じ
ますけれども、中根先生そのあたりの
ことはどうでしょうか。
中根：そうですね、一貫教育を行う学校
への志願者やその保護者の期待として
は、やはり内部進学への期待が最も顕
著なものとしてあると思います。無条
件で、あるいは一定の条件を満たせば
無試験で進学できるということは、大
変魅力的であると思います。内部進学
が可能になりますよということは一貫
教育をアピールする場合の重要な要素
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です。ただ問題は、志望する生徒や保
護者がその学校をどのような点で評価
しているかということです。西南学院
を例にするならば、もし、志願者や保
護者の評価が、進学率あるいは学力的
に評価の高い学校のひとつであるとい
うことにとどまるのであれば、そうい
う人たちに対し建学の精神に基づいた
西南学院の一貫教育のビジョンを明確
にしていくということが必要だと思い
ます。
また、中高の一貫教育においては、
一貫生ばかりでなく、他の中学から入
学してくる一般生を大切にし、一貫生
と一般生との出会いを一貫教育の深ま
りの契機としていくこともとても重要
なことです。現在、本校の高校生の半
分は他の中学出身者です。中高６年間
を同じ学舎で過ごすことは、本校の教
育への理解を深めるためにも意義のあ
ることですが、西南学院高等学校に期
待して新たに入学してくる一般生との
出会いが相互によい影響を与えあうと
いうことも申し上げておきたいと思い
ます。
司会：ありがとうございました。時間が
なくなってまいりましたが、私は「一
貫教育についてこうあるべきだ」とい
う結論を導き出そうと最初から意図は
していませんでした。ただ皆さんが、
それぞれの立場で一貫教育の意味を別
の先生方の考えを聞くことによって、
違う次元に深めることができればいい
と思ってまいりました。残りの時間を
また一人ずつ伺おうと思いますが、皆
さんにとってこれからの西南学院の一
貫教育というのはどうあるべきなのか、
そのビジョンについて、改めてお話し
ていただければと思います。

◇自分の中に「西南」が生まれる

小林：たくさんの話が飛び交っていて、
とても私には一貫教育のあるべき姿な
どは語れないんですが、一貫教育の経
験者として、私が学んだことを１つ挙
げさせてもらうとすれば、何よりも人
の和を大切にするという姿勢でした。
最初に寺園院長の提言で、西南は各
園・各学校にそれぞれ独立した部分が
あり、制度的な面で一貫しているので
はないというふうにありましたが、制
度的な面ではなくとも、人間関係の交
流は可能だと思っています。ちょうど、
大学博物館でも「せいなんこどもワー
クショップ」を始めていて、主に人間
科学部の学生がボランティアとして参
加し、地域の子どもたちと一緒に大学
博物館でワークショップを行っていま
す。他の世代の人や違う環境にいる子
ども同士、生徒・学生同士がつながる
ことができるというのは、ポジティブ
な面があると思っています。例えば、
中高の場合、部活動も中学生と高校生
が一緒に練習する。それは一貫教育以
外ではできないことであって、中学生
は、毎日高校生と一緒に練習するとレ
ベルが上がり、目上の人への礼儀作法
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などを体得します。高校生からすると、
年下を教える時の注意や配慮の仕方な
どを実践的に学べます。また、私が感
じる西南スピリットというのは、自分
が西南に属するというよりも、「西南
が自分の中に生まれる」というイメー
ジがあります。その西南スピリットが
あるから、たとえ他の環境で生活する
ようになっても、仲間や友達の和を大
切にしたいという思いになるのではな
いでしょうか。幸い西南には、田尻グ
リーンフィールドや大学博物館など、
誰もが自由に交流できる財産もある。
それらを活かしながら、人の和を大切
にし、次の１００年も西南が輝いている
ことを祈っています。
司会：小林さんは、本当に西南が好きな
んですね。
一同：（笑い）
司会：では田代先生、お願いします。
田代：確かに一貫教育の一貫とは理念の
ことだと思いました。接続というのは
制度やシステムの問題で、また連携は
具体的な活動などで、この３つをそれ
ぞれレベルが違うことではありますけ
れども、それぞれを進めることが必要
だということがまず１点です。それと
もう一つは、もっと学内の連携が必要
じゃないかと思います。せっかく西南
にも小学校ができて、いろいろな資源
や人、さまざまな経験というものが蓄
積されてきているわけです。そういう
意味で我々も学外との連携もしていま
すが、これからはもっと学内の活動の
局面で連携していけば、まさに一貫に
近いものが出てくるんじゃないでしょ
うか。例えば「学内連携推進室」とか
ね（笑い）。当たり前のようだけど、
案外これが難しいのかもしれません。
その大切さはただ単に相互に役に立ち

合うというようなことだけではなくて、
やはり、理解が深まることが大きいと
思うんですよね。例えば舞鶴の子は小
学校に行った時、どんなところで活躍
するのか。でも、躾に厳しい先生だっ
たら最初は苦労するかなとか（笑い）。
子どもたちが本当に生き生きとするよ
うな活動やカリキュラムは何かという
ことをイメージしやすくなるでしょう。
つまり、伸びていく道筋のようなもの
が見えてくるように、相互に連携した
り理解しあったりするような活動が盛
んにならなければいけないと思います。
ただ、それがなかなか進まないのは、
人手が足りないことが大きいので、そ
ういうところをバックアップしていた
だける体制を作ってもらえれば、表面
だけでなくそれぞれが抱えている事情
がより深く見えてくるんじゃないかと
思っています。だから、どこまででき
るかわからないけれども、そういう部
局があるといいのではないかと感想を
持ちました。
司会：ありがとうございます。学院内の
連携が大事だという点でお話しいただ
きました。貴重なご意見ありがとうご
ざいました。それでは、中根先生、よ
ろしくお願いします。
中根：西南学院の一貫教育に期待するも
のとして、三つ申し上げたいと思いま
す。一つは、西南学院の一貫教育は異
質性を排除するようなものであっては
ならないということです。ともすれば、
日本社会は同質性を尊び、異質性を排
除しがちです。しかし、そのような異
質性の排除は人と人との出会いの機会
を阻みます。人は異質なものとの出会
いの中で成長し、新しくさせられます。
同じ学校の中に性や個性の違う仲間が
いる。また、数は少ないですが、民族
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や文化を異にする友達がいる。そのよ
うな自分とは異質の仲間と共に、ある
いは、その仲間とのコミュニケーショ
ンを通して自分自身を育んでいくとい
うことがとても大切です。違いを認め
合いながら成長していくような、そう
いう一貫教育を目指していく必要があ
るのではないかと思います。
もう一つは、表現が適切ではないか
もしれませんが、若者の閉鎖性に手を
差し伸べる一貫教育でなければならな
いということです。不登校とか引きこ
もりなどに象徴されるような若者の閉
鎖性というのは、ある意味では普遍的
な特質であり、アイデンティティの形
成過程において避けて通ることのでき
ないものではないかと思います。そう
いう若者に手を差し伸べ、閉鎖性の奥
にある関係性を求める心を養っていく
ということがとても大切だと思ってい
ます。西南学院の小中高大の各部署に
は常勤のカウンセラーがおりますが、
カウンセリングの充実ということはそ
ういう課題に応えていくためにもとて
も大事なものだと思います。
最後に、各学校の接続のあり方、連
携のあり方についても、やはり学院ら
しい形を整えていく必要があるだろう
と思います。田代先生が学内の連携を
強化する組織や委員会をというお話を
なさいましたが、とてもよい提案だと
思いました。
司会：ありがとうございました。では宮
崎先生お願いします。
宮崎：小学校はスタートしたばかりで本
当に課題がたくさんあると思うんです
けれども、私がまず一番に思ったこと
は、西南学院小学校の歩みの中で、小
学校の建学の理念と、世間一般の保護
者が期待するものとは必ずしも一致は

しないだろうということです。現実と
理想の折り合いをどうつけていくのか。
これは今でもその真っ最中にあるし、
これからも大きな課題だと思います。
そして一貫教育に限ったことではあり
ませんが、やはりこうすれば全て上手
くいくというのは恐らくないでしょう。
何をやってもいろんな問題点が出てく
るだろうから、そのことを踏まえた上
で、まさに建学の精神、あるいはキリ
スト教主義教育ということを考えなが
ら悩んで、試行錯誤していくしかない
だろうと改めて思いました。
司会：ありがとうございます。では横田
先生よろしくお願いします。
横田：私が座談会に参加していいんだろ
うかとドキドキしながら話に加わらせ
ていただきましたが、寺園院長の提言
や皆さんからいろいろなお話を聞きな
がら、整理ができて、すっきりしまし
た。制度と、精神と、ビジョンという
ところで、同じものを求めている、と
いうところが再確認できたと思います。
先ほどから連携ということが出ました
が、幼稚園にも実習や研究のために高
校生や大学生がやってきます。一部の
学生とではありますが、子どもたちと
交流を持っています。そして、そのお
兄ちゃん、お姉ちゃんを見ながら、子
どもたちの将来を見ていけるというこ
ともありますね。今、保育所、幼稚園
から小学校への連携が重視されていま
すが、小学校の先生たちから学ぶこと
もたくさんあると思います。どういう
形で子ども同士の交流、それから教師
同士の交流が持てるかなと考えていま
すので、この場を借りてよろしくお願
いします。それと、幼稚園のお母さん
たちは、子育て真っ最中なのですが、
お母さんたちもやはり子どもと一緒に
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育って行ってくださっているんだなと
感じます。子どもたちが小学校に行き、
中学、高校とそれぞれの学校に行った
時にどんな親になっているのか。そう
いう将来的な展望を見ながら、毎日お
母さんたちと向き合っているところで
す。本当に大変良い機会を与えてくだ
さったことに感謝いたします。
司会：どうもありがとうございます。そ
れでは最後になりましたが、寺園院長、
よろしくお願いいたします。
寺園：私が最後に申し上げたいことは、
特に一貫性ということが目に見えるよ
うな形になった時に、西南学院の方針
や立場と、世間一般の期待、評価との
ある意味での齟齬みたいなことが、特
に接続ということをめぐって出てくる
だろうと思います。知育といいますか、
学識・知識・技能の訓練とそれを伸ば
すということは当然としても、それだ
けではないという、価値の教育という
こと。建学の精神に基づいた生き方の
目標であるとか人生の意義などをめぐ
る価値観、それが大事だということを
西南学院は大切にして、そちらの方を
もっと強調したいと思います。それを
各世代にわたって教育したいと思って
いるわけですが、私はそこで大切なこ
とが２つあって、１つは、保護者の教
育、特に母親教育がとても大事ではな
いかという気がします。ですから、母
親もしくは保護者に対して、西南学院
の教育はこうなんだ、と教える。そし
て、それは子どもたちだけでなく、保
護者の方々ご自身の豊かな生き方に通
じるのではないかと思います。ですか
ら、教職員がいて、園児、児童、生徒、
学生がいて、その向かい合いだけでな
くてその周囲には、保護者がいるとい
うことが大事だと思います。それから

もう１つは当然、同窓生もいるという
ことは見逃してはいけないと思います
ね。ですから、学院の創立以来、今ま
で西南学院の教育をしてきて、世間の
人が西南学院を見るとしたら卒業生を
見るのではないかと思います。そして
卒業生はいろんな問題があったとして
も、やはり西南学院の精神のそれなり
の具現化だろうと思います。そこで、
同窓会活動というのは建学の精神を語
る時に忘れてはいけないファクターで
しょう。そうしますと、学内連携、学
外連携、保護者、同窓会、そういう大
きなつながりの中で西南学院の教育と
いうのは流れていくし、進めていくべ
きじゃないのかと、そんなことを感じ
させられました。
司会：寺園院長、ありがとうございまし
た。本日は「西南学院の一貫教育への
期待と提言」というテーマでいろいろ
なご意見、提言を語っていただきあり
がとうございました。同じ西南学院と
は言え、このような形で顔を合わせる
機会はあまりなかったと思いますが、
これも百年史編纂委員会の企画により
実現したことです。先ほど小林さんが
言いました、「西南が自分の中に生ま
れる」という言葉が、西南スピリット
を表現する際に、すごく響いた言葉で
した。全てのグレードの子どもたち、
若者たちに西南が心の中に生まれるよ
うな、そういう一貫教育ができれば、
本当にこれからのビジョンを具体的に
していけるのではないかなと思います。
本日は本当にありがとうございました。

◆この座談会は、２０１０（平成２２）年１１月
２９日（月）に西南クロスプラザ２階ゲ
ストルームで実施されました。
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